
布施 PE ベース 新型コロナウィルス感染症対策ガイドライン 

                                2022.12.01 update 

 劇場と公演主催者様・ご来場者様が協力して感染症対策を行うことで、安心して公演を実

施できる環境を実現するためにガイドラインを作成いたしました。ご協力のほど宜しくお

願い申し上げます。 

 

本ガイドラインは、業種別ガイドライン(内閣官房ホームページ新型コロナウィルス感染

症対策[corona.go.jp/prevent/pdf/guideline.pdf] ２０２2 年 12 月 1 日時点)における文部科

学省・緊急事態舞台芸術ネットワーク(舞台芸術公演における新型コロナウィルス感染予防

対策ガイドライン第６版)に基づき作成しています。 

 本ガイドラインの内容は新型コロナウィルスの感染状況や、政府・自治体等の感染症予防

対策の指針の変更に伴い随時変更されます。 

 

[公演主催者へご協力頂くこと] 

布施 PE ベース(以下劇場と呼ぶ)利用に際して 

・「劇場打ち合わせ（利用開始日 1 週間～1 か月前を目途に行います）において、公演主催

者と劇場とで具体的な感染症対策の実施について協議するものとします。 

・公演の受付開始・開場時間を工夫し、ご来場者のスムーズな入場に努めてください。 

・コロナウィルス感染症対策を考慮した場合の当館 1 階劇場の客席数は 50 席~60 席程度を

推奨いたします。行政により、具体的な客席数の制限が示された場合は、必ずそれに従った

客席数としてください。 

・客席の最前列と舞台端の間は 2ｍ(最低でも１ｍ)を確保するように努めること、また発声

を伴うアクティング・エリアから観客の最前列まで 2m 程度(最低でも１ｍ)を確保するよう

にしてください。 

・最新のロスナイ換気扇を備えています。劇場使用中は常に換気扇を「平常モード」で稼働

させてください。 

また、公演の休憩時間及び公演後は「急速モード」に切り替え換気を行ってください。 

急速モード約 30 分で館内の空気が全て入れ替わります。 

・公演関係者に対して当館および劇場使用における感染症対策を周知し、徹底して頂くよう

にしてください。 

・公演関係者は、出演者・スタッフ共に公演を安全・円滑に実施するために「仕込み、リハ

ーサル、撤去」において密な空間の発生防止に努めてください。 

・チケットシステム等により公演ごとに来場者の氏名及び緊急連絡先の把握に努めてくだ

さい。氏名・緊急連絡先が不明な場合はご来場時に把握するよう努めてください。 

 

 



来場者に対して 

[公演前] 

・来場者に対して、来場前の検温の要請とともに、来場を控えてもらうケースを事前に十分

に周知し、具体的な感染対策やコロナ感染防止対策のため公演の予定が変更・中止になった

場合の対応等を H・P 等にて周知してください。 

[公演当日の対策] 

感染予防のため、来場者に対し以下について広報・周知してください。 

■マスクの原則常時着用 

■非接触体温計による検温 

■こまめな手洗い・手指の消毒 

■社会的距離の確保 

■下記の症状に該当する場合は来場を控えること 

平熱と比べて高い発熱、極端な咳、呼吸困難、全身倦怠感、咽頭通、味覚・嗅覚障害、下痢、

嘔気、嘔吐 

■以下の場合は入場しなないように要請する。 

 -発熱があり検温の結果、平熱より明らかに高い場合(例えば平熱より 1 度以上、もしくは

３７．５℃以上の熱があった場合) 

 -咳・咽頭通などの症状がある場合 

 -新型コロナウィルス感染症陽性とされたものと濃厚接触がある場合 

 -過去２週間以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域へ

の訪問歴及び当該在住者との濃厚接触がある場合 

[公演会場内の感染防止策] 

・マスク着用、来場者同士の会話の抑制、咳エチケット等の予防措置に努めてください。 

・整列をする必要がある場合、一定の間隔確保するように来場者に周知してください。 

・パンフレット、チラシ、アンケートの手渡しによる配布は避けてください。 

・体調不良の来場者に対応する際はマスク・手袋を着用し、発熱を伴う症状の来場者である

場合は、状況と座席位置（座席番号）を確認し、必要な対応を講じてください。 

・終演後は出演者の見送り、来場者の面会は禁止し、公演関係者との接触は原則なくしてく

ださい。 

 

公演関係者に対して 

・公演準備期間、稽古期間中も感染症対策を徹底させてください。 

・劇場使用開始最低 2 週間前から、公演関係者全員の検温を実施し記録してください 

・公演関係者が使用する場所には消毒液を備えて小まめな手指の消毒をお願いします。 

・楽屋内でも可能な限りソーシャル・ディスタンスを保ち、原則常時マスクを着用してくだ

さい。 



・食事の炊き出しはおこなわないでください。できるだけ使い捨ての紙皿・紙コップを利用

し、食事中の会話も控えてください。 

・テーブル・イス等の備品の消毒を定期的にお願いします。 

・楽屋内は定期的に換気をおこなってください。 

・交通機関・飲食店などの分散利用の注意喚起をお願いします。 

・初日乾杯や打ち上げなど、大人数で飲食を伴う行為は行わないことを徹底することをお願

いします。 

 

 

公演後の対策 

・感染が疑われる者が発生した場合には速やかに保健所と連携が図れるよう、所轄の保健所

との連絡体制を整えておいてください。 

・公演主催者は感染を疑われる者がいた場合には速やかに施設管理者に連絡し対処を協議

するものとします。 

                                   

 

以上 


